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第４回定例会
12月２日
▼

12月９日

〈歳入歳出予算に４千96万円を補正追加〉

平成26年度一般会計
歳入・歳出予算総額
83億８千14万円

（単位千円）
科目 補正額

地方特例交付金 1,909

地 方 交 付 税 23,665

分担金及負担金 △369

国 庫 支 出 金 17,571

県 支 出 金 54,618

寄 附 金 600

諸 収 入 417

町 債 △48,813

歳 入 合 計 49,598

歳入の主なもの（補正分） （単位千円）

・がんばる地域交付金 8,264

・池田公園多目的広場整備補助金 8,500

・いこいの森整備用地購入事業債 △22,300

・池田小改修事業債 △2,400

（単位千円）
科目 補正額

議 会 費 855

総 務 費 17,525

民 生 費 37,833

衛 生 費 11,434

農林水産業費 47,077

土 木 費 △741

教 育 費 2,388

公 債 費 △5,919

予 備 費 △60,854

歳 出 合 計 49,598

歳出の主なもの（補正分） （単位千円）

・保育園運営費
 （子育て世帯給付金を含む） 28,047

・高度処理型合併浄化槽設置
 補助金（９基分） 4,332

・道路新設改良費 18,643

歳　入 歳　出
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一 般 質 問 ○○○○ 議員

　
人　事　案　件

人権擁護委員 	 本郷1592番地の６	 稲葉政雄（再）
	 草深761番地	 松原孝一（再）

町条例改正の一部改正

★	議会議員の議員報酬・期末手当に関する条例の一部改正
★	常勤の特別職の給与に関する条例の一部改正
★	職員の給与に関する条例の一部改正（職務の級別に依る）
★	福祉医療費助成に関する条例の一部改正
★	国民健康保険条例の一部改正
★	廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正

行 政 手 続 条 例 の 制 定

国民救済手段の充実・拡大を図るための手続を整備
・処分等の求め
（書面で具体的な事実を摘示して一定の処分又は行政指導を求める制度の新設）
・行政指導の中止等の求め
（違法な行政指導の中止等を求める制度の新設）

町建設工事委託に関する基本協定の変更（平成26年度～28年度）

公共下水道池田浄化センター建設工事
（オキシデーションディッチ、最終沈殿池増設等）
建設機資材や、人件費の高騰に依る契約金額の変更　変更後９億3,200万円とす
る（６千万円増額）

池田浄化センター施設平面図
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総
務
建
設
産
業
委
員
会

問
大
津
谷
周
辺
環
境
整
備
事
業

の
内
容
は
。

答
大
津
谷
左
岸
の
桜
山
館
か
ら

東
へ
道
路
の
北
側
に
、
ロ
ウ

バ
イ
２
０
０
本
を
植
栽
す
る

計
画
で
、
許
可
等
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
上
部
機
関

や
関
係
者
と
協
議
す
る
中
で

進
め
て
い
き
た
い
。

問
大
津
谷
登
山
道
整
備
工
事
の

進
捗
状
況
は
。

答
今
年
度
と
来
年
度
の
２
カ
年

で
整
備
す
る
も
の
で
、
今
年

度
は
、
関
係
者
と
協
議
し
て

山
頂
付
近
か
ら
施
工
し
、
既

存
作
業
道
な
ど
も
補
修
し
登

山
道
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、

現
状
の
自
然
を
活
か
し
た
工

法
で
整
備
し
た
い
。

問
鳥
獣
被
害
防
止
柵
設
置
の
効

果
と
今
後
の
対
応
は
。

答
防
止
柵
設
置
後
、
地
元
の
方

よ
り
全
体
的
な
頭
数
は
減
少

し
た
と
の
お
話
は
聞
い
て
い

る
が
、
今
後
と
も
個
体
数
を

減
ら
す
方
策
を
、
防
止
柵
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
含
め
関
係

者
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
林
道
池
田
明
神
線
の
今
後
の

整
備
は
。

答
揖
斐
川
町
へ
の
通
行
は
災
害

復
旧
も
あ
り
不
可
能
と
考
え

る
が
、
垂
井
町
へ
の
通
り
抜

け
に
つ
い
て
は
、
垂
井
町
側

と
安
全
な
林
道
維
持
に
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質疑
あれこれ
12月議会に上程された議案の中から
主な質疑を要約してお知らせします。

大津谷左岸にロウバイ２００本を植栽

鳥獣被害防止柵を山麓一帯に設置（願成寺地内）

藤代地内でイノシシ捕獲
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問
高
度
処
理
型
合
併
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、
交
付
状
況
は
。

答
今
年
度
当
初
予
算
で
20
基
分

の
予
算
化
を
し
た
が
、
今
後

９
基
設
置
予
定
で
、
今
年
度

ト
ー
タ
ル
と
し
て
は
29
基
と

な
る
。

民
生
文
教
委
員
会

問
池
田
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
出
産
育
児
一
時
金

の
改
正
内
容
は
。

答
本
体
部
分
が
分
娩
費
で
、
加

算
部
分
が
保
険
料
の
２
本
立

て
で
、
総
額
42
万
円
に
変
更

は
な
い
が
、
出
産
費
用
と
医

療
保
障
に
か
か
る
金
額
の
内

訳
を
変
更
す
る
も
の
。
な
お

一
時
金
は
関
係
機
関
に
直
接

支
払
わ
れ
る
。

問
池
田
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

こ
の
条
例
は
、
ゴ
ミ
収
集
所

か
ら
の
持
ち
去
り
禁
止
の
内

容
で
あ
る
が
、
以
前
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
ア
ル
ミ

缶
な
ど
を
収
集
し
て
い
る
場

合
へ
の
対
応
は
。

答
町
長
が
認
め
る
団
体
は
収
集

で
き
る
よ
う
規
則
の
中
で
定

め
て
い
る
。
無
断
又
は
無
許

可
で
持
ち
去
る
人
と
の
区
別

を
す
る
た
め
、
腕
章
等
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
し
た
い
。

問
障
害
児
保
育
対
策
費
補
助
金

が
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答
保
育
士
給
与
の
補
助
単
価
が

変
更
と
な
っ
た
た
め
。

問
片
山
保
育
園
保
育
室
・
倉
庫

改
修
工
事
が
な
さ
れ
る
が
、

今
後
の
構
想
は
。

答
第
五
次
総
合
計
画
の
後
期
で

建
替
の
計
画
を
し
て
い
る
が
、

地
域
の
実
情
を
十
分
に
考
慮

し
関
係
者
と
連
携
を
と
り
検

討
し
て
い
き
た
い
。

（
注
）
第
五
次
総
合
計
画
（
平
成
22
年
度

～
平
成
31
年
度
）

問
南
部
公
園
藤
棚
の
修
繕
内
容

は
。

答
公
園
内
東
側
の
藤
棚
は
、
幅

４
メ
ー
ト
ル
×
長
さ
７
メ
ー

ト
ル
で
床
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
打
設
す
る
。
な
お
西
側
の

藤
に
つ
い
て
は
、
昨
年
設
置

し
た
ば
か
り
な
の
で
、
今
後
、

藤
の
成
長
に
合
わ
せ
検
討
し

て
い
き
た
い
。

昭和５１年建設の片山保育園

毎月第１水曜日は金属類を収集



いけだ議会だより　No.155
平成 27年２月１日発行 6

一 般 質 問 牧村範康 議員

イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
特
定
の
鳥

獣
に
よ
る
生
活
環
境
や
農
林
水
産
業
等
へ
の
被

害
は
全
国
的
に
深
刻
化
し
て
お
り
池
田
町
で
も

例
外
で
は
な
い
。

被
害
額
は
23
年
度
で
約
３
２
６
万
円
、
24
年

度
が
約
２
３
２
万
円
、
25
年
度
が
約
２
５
５
万

円
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
報
告
さ
れ
な
い
小

規
模
の
も
の
を
合
わ
せ
れ
ば
、
被
害
額
は
計
り

知
れ
な
い
。
一
方
、
農
作
物
を
鳥
獣
か
ら
守
る

鳥
獣
防
護
柵
設
置
補
助
金
は
防
護
柵
等
の
購
入

費
の
３
分
の
１
補
助
、
上
限
額
５
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
補
助
率
と
限
度
額
の
低
さ
が
被
害
額

に
影
響
し
て
い
る
と
も
考
え
る
。
補
助
率
と
限

度
額
の
引
き
上
げ
は
検
討
で
き
な
い
か
？

産
業
課
長

現
在
の
限
度

額
は
過
去
の
申

請
実
績
か
ら
妥

当
で
あ
り
、
補

助
率
に
関
し
て

も
他
の
補
助
事

業
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
す
る

と
妥
当
だ
と
考

え
る
。

鳥獣被害の現状と対策について

こ
れ
ま
で
有
害
鳥

獣
の
被
害
を
受
け
な

い
為
に
実
施
さ
れ
た

講
習
会
な
ど
ソ
フ
ト

面
で
の
対
策
の
実
績

は
。産

業
課
長

農
業
委
員
会
や
各

協
議
会
に
よ
る
先
進

地
の
視
察
、
防
護
柵

設
置
講
習
会
を
実
施

し
て
き
た
。
今
後
も

国
・
県
の
研
修
会
等

を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
く
。

岐
阜
県
の
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
と
鳥
獣
被
害
防
止
特

措
法
に
基
づ
く
「
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
を
作

成
し
て
い
る
市
町
村
に
池
田
町
は
な
い
が
な
ぜ

か
？町

　
長

防
止
計
画
は
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
25
年

度
に
は
更
新
し
て
い
る
。
県
及
び
町
の
Ｈ
Ｐ
で

も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
た
い
。

猟
友
会
の
会
員
数
は
激
減
し
高
齢
化
し
て
い

る
。
平
成
17
年
度
26
名
い
た
会
員
も
、
平
成
26

年
度
で
は
、
会
員
数
は
わ
ず
か
15
名
と
な
っ
て

い
る
。

「
岐
阜
県
野
生
生
物
保
護
管
理
事
業
実
施
要

領
」
に
あ
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
等
に
従
事
す
る
市

町
村
職
員
の
育
成
事
業
が
あ
り
、
職
員
に
10
／

10
補
助
で
一
人
50
万
円
ま
で
補
助
す
る
事
業
を

活
用
し
積
極
的
に
人
材
育
成
を
お
願
い
し
た
い

が
。町

　
長

産
業
課
の
職
員
を
中
心
に
９
名
が
罠
の
捕
獲

免
許
を
取
得
し
て
い
る
。
職
員
の
狩
猟
免
許

に
関
し
て
は
、
町

で
は
な
く
県
と
し

て
育
成
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え

る
。
ま
た
、
揖
斐

郡
の
猟
友
会
員
が

88
名
み
え
ま
す
の

で
、
郡
内
で
連
携

し
応
援
協
定
を
進

め
た
い
と
申
し
入

れ
を
し
た
。

（万円）
50,000

37,664 39,439

48,336

34,416

13,994

4,210
5,312
4,532

43,348

16,079

7,974

7,730

4,292

47,095

17,545

10,514

5,753
3,693

その他

カラス
サル

シカ

イノシシ

40,000

30,000

20,000

10,000

0

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

県下野生鳥獣による農作物被害額の推移

池田町の有害鳥獣による農作物被害額

平成23年度　3,261千円
平成24年度　2,315千円
平成25年度　2,545千円

※農家から報告があった農作物被害の推計額

猟友会の会員数の推移
平成17年度　26人
平成20年度　18人
平成23年度　14人
平成26年度　15人
（揖斐郡猟友会より）

猟友会への手当：有害鳥獣捕獲報奨金として年額36万円
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一 般 質 問遠藤和雄 議員

観光開発に向けて組織体制の充実を

９
月
議
会
の
一
般
質
問
で
、「
観
光
開
発
を

問
う
」
と
題
し
て
質
問
し
ま
し
た
。
町
長
は
答

弁
の
中
で
、
池
田
温
泉
と
池
田
温
泉
道
の
駅
、

霞
間
ヶ
渓
公
園
、
大
津
谷
公
園
を
三
つ
の
ゾ
ー

ン
と
し
て
拠
点
を
作
り
、
花
で
結
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
。
拠
点
的
、
集
中
的
に

早
速
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と

答
弁
を
頂
き
ま
し
た
。

業
務
委
託
し
て
あ
る
「
池
田
山
麓
花
街
道
構

想
」
策
定
の
計
画
も
出
て
く
る
中
で
、
計
画
を

進
め
て
い
く
上
で
ど
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
で
、

ど
ん
な
体
制
で
進
め
て
い
く
の
か
。
ど
の
場
所

で
ど
ん
な
花
を
植
栽
し
、
年
度
別
の
計
画
を
立

て
、
ど
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
主
体
性
を
持
っ
て
計

画
立
案
し
て
い
く
の
か
が
重
要
で
あ
る
。
観
光

開
発
と
言
え
ば
、
産
業
課
の
分
野
と
限
定
し
て

し
ま
い
が
ち
で
あ
る
が
、
各
課
の
枠
を
超
え
て
、

縦
割
り
で
は
な
く
各
課
が
横
断
的
な
協
力
体
制

を
作
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

現
在
の
産
業
課
の
職
員
は
臨
時
職
員
を
含
め

て
８
名
で
、
商
工
観
光
係
は
２
名
の
職
員
で
仕

事
内
容
は
多
岐
に
亘
り
、
商
工
観
光
係
で
観
光

開
発
に
対
処
し
て
い
く
に
は
ノ
ル
マ
的
に
無
理

で
は
な
い
か
。

町
を
挙
げ
て
観
光
開
発
を
し
て
い
く
上
で
、

商
工
観
光
係
を
将
来
的
に
は
観
光
課
と
し
て
い

く
こ
と
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
現
段
階
と
し

て
観
光
開
発
室
、
あ
る
い
は
観
光
開
発
準
備
室

と
し
て
独
立
し
た
部
署
を
作
り
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
　
長

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
変
重
要
な
部
分

で
あ
り
、
国
に
お
い
て
も
観
光
立
国
を
進
め
て

い
る
が
、
池
田
町
も
観
光
立
町
を
進
め
て
い
き

た
い
。
大
き
な
事
業
を
展
開
す
る
と
き
に
は
、

準
備
室
を
備
え
て
や
っ
て
い
く
と
か
、
課
に
上

げ
た
り
局
に
し
た
り
体
制
を
と
り
な
が
ら
進
め

て
い
く
方
法
も
あ
る
が
、池
田
町
に
お
い
て
は
、

２
０
０
名
足
ら
ず
の
限
ら
れ
た
数
の
職
員
で
運

営
し
て
い
る
。
ど
の
部
署
に
お
い
て
も
人
員
不

足
の
中
で
や
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
新

し
い
課
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

政
策
推
進
に
当
た
っ
て
現
在
で
は
４
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
や
っ
て
い
る
。

今
後
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
観

光
開
発
に
向
け
て
の
事
業
展
開
を
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

▲

学
習
ゾ
ー
ン
・
自
然
体
験
ゾ
ー
ン

（
大
津
谷
公
園
）

▲スポーツゾーン・交流の森・地域ゾーン
（霞間ヶ渓公園）

▲健康ゾーン・余暇の森
（池田温泉・池田温泉道の駅）
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池田町議会　議員研修実施
期日：平成26年10月30日（木）・31日（金）

長野県大町市　NPO地域づくり工房で「ミニ水力発電について」研修

NPO 地域づくり工房は、地域の環境
や福祉、教育などの課題を、市民の学び
あいを通じて地域の仕事として起こして
いくことで、持続可能な地域社会の構築
に寄与するため、2002 年 10 月に発足。
2005 年度地球温暖化防止活動環境大臣
賞。2013 年度には「日本水大賞」「未来
開拓賞」を受賞。
ミニ水力発電については、当町でも取
り組んでいるが、山麓地域に設置されて
いるため、落ち葉等の堆積で発電しなく
なることも時折あり、更には大雨の際は土石流で発電機能が失われることもある。地域の方
に大変なご苦労をかけながらの運転がされているが、視察したところは、土地柄として清流
で流量が安定的にあり、順調に発電がされていた。しかしながら設置までには、各種の法律
や設置基準、水利権などの問題があるなか試行錯誤しながら大町市内に３箇所のミニ水力発
電所が稼働している。

▲傘木代表による概要説明（NPO 地域づくり工房）

 ▲野猿対策電気柵のためにベトナムから輸入した発電機  ▲自作のらせん型水車で自宅の電力の４割を補給
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揖斐郡三町議会議員研修会
期日：平成26年10月22日（水）

長野県池田町議会で「議会改革の経緯について」研修

長野県池田町議会は、平成 23年６月に議
会改革等推進特別委員会を設置し、議会基
本条例を単独で制定し、積極的に議会改革
に取り組んでいる。執行部の政策の形成過
程にも議会として関わりを持ち休日議会の
開催、自治会協議会との意見交換会、議会
ライブ中継など開かれた議会を目指し積極
的に取り組まれていた。当町議会としても
議会改革については以前より随時行ってい
るが、長野県池田町議会の先進的な取り組
みを参考としながら更に議会改革に取り組
んで行きたい。

池田町宮地地内にある株式会社UNIGEN岐阜工場を揖斐郡三町議会議員で視察をしまし
た。
岐阜工場は、2012 年 12 月に完成したバイオ医薬品商用生産施設で、世界最大級のバイオ
医薬品生産施設です。
アピ（株）池田バイオ医薬品工場に隣接しており原液製造までをUNIGENが行い、製剤
化をアピが行うことによりスムーズな製造工程となっている。今後、赤ちゃんや妊婦、高齢
者でも接種可能な「人にやさしい」次世代ワクチンの開発を行い、インフルエンザのほかノ
ロ・ロタ感染胃腸炎のワクチンについても準備が進んでいる。

▲長野県池田町議会での研修の様子

▲最先端のバイオ技術の説明を聞く３町の議員




	表紙
	１２月度定例会
	12月度定例会_2

	質疑あれこれ
	質疑あれこれ_2

	一般質問
	一般質問_2

	視察研修
	視察研修_2

	きらり・編集後記 



